
○医薬品医療機器総合機構

自己評定 最終評定
24年度の
評定結果

１．目標管理による業務運営・トップマネジメント A A A

２．審査機関の設置による透明性の確保 A A A

３．各種経費削減 S S S

４．拠出金の徴収及び管理 A A A

５．相談体制の整備、業務内容の公表等 A A A

６．救済制度の情報提供、相談体制の充実 A A A

７．業務の迅速な処理及び体制整備 S A A

８．部門間の連携及び保健福祉事業の実施 A A A

９．スモン患者及び血液製剤によるＨＩＶ感染者等に対する受託支払業務等の
実施

A A A

１０．業務の迅速な処理及び体制整備（医薬品） S S S

１１．業務の迅速な処理及び体制整備（医療機器） A A A

１２．業務の迅速な処理及び体制整備（各種調査） A A Ａ

１３．審査等業務及び安全業務の信頼性の向上 A A A

１４．副作用・不具合情報収集の強化並びに整理及び評価分析の体系化 A A A

１５．企業・医療関係者への安全性情報の提供とフォローアップ A A A

１６．患者、一般消費者への安全性情報の提供 A A A

１７．予算、収支計画及び資金計画 A A A

１８．人事に関する事項及びセキュリティの確保 A A A

厚生労働省独立行政法人の業務実績の評価基準　：　Ｓ 　中期計画を大幅に上回っている

Ａ 　中期計画を上回っている

Ｂ 　中期計画に概ね合致している

Ｃ 　中期計画をやや下回っている

Ｄ 　中期計画を下回っており、大幅な改善が必要
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